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1．はじめに

1. 1 クラウドについて

　最近、「クラウド」、「クラウドコンピューティング」と

いう言葉が使われている。明確な定義はないようであるが、

一般的には、データを自分のパソコンや携帯電話、会社の

イントラネット上のサーバーではなく、インターネット上

に保存する使い方、サービスのことを示すようである。

　クラウドを活用することにより、自宅、会社、ネットカ

フェ、学校、図書館、外出先など、さまざまな環境のパソ

コンや携帯電話（主にスマートフォン）からでもデータを

閲覧、編集、アップロードすることができるようになる。

　人とデータを共有するグループウェアのような使い方も

可能となる。

図 1-1　クラウドの概念イメージ

1. 2 JICE における実務執行とクラウドについて

　JICEでは、各種基準の策定や改定を多数実施している。

その中でも「河川砂防技術基準」の改定作業は、その内容

の幅広さから原稿執筆者や査読者は、多分野の多数の人が

関与して進めていくことになる。多数の関係者による改定

作業を円滑に推進するため、改定作業をマネジメントする

事務局は、執筆者や査読者からの改定原稿案や改定意見

等のドキュメントの管理や進捗等のスケジュール管理を、

メールのやり取りを通じて実施することとなる。

　その際、下記に例示するような問題が発生しやすい。

 ① 改定スケジュールの遅れが発生

  ・ 多数の関係者が分担で作業を行うため、提出期限

が守られず、業務全体のスケジュールが後ろにず

れ込むという状況が発生しやすい。スケジュール

の変更は、常に作業負荷等への影響へつながる。

 ② 担当者と事務局をつなぐ情報整理が煩雑

  ・ 各担当者から提出される「改定案」は、電子メー

ルなどで事務局に送付される。事務局のメールア

ドレスを統一しておいてもなお、複数の提出先へ

提出され、さらに再提出や形式などがバラバラで、

その整理に工数が発生する。さらにヒューマンエ

ラーの発生原因となる。

 ③ 作業担当者への情報提供が少ない

  ・ 「改訂編集部会」などの場で、情報の共有が行わ

れるものの、作業期間中の情報共有の場面がない。

このこと（作業者間の情報共有が十分ではないこ

と）により、文言の統一、修正箇所の影響範囲の

確認、修正内容に対する認識の差異の発生など、

作業負荷の増大が発生する。

 ④ 改訂に必要な情報が一元化されていない

  ・ 過去の経緯、関連書類、改訂編集部会での決定内

容などの情報の共有が十分ではない。改訂作業に

必要な最新情報を一元的に共有する仕組みがない

と、結果的に効果的な作業実施は行われない。

　これらの問題を解決するためには、外部の多数の関係機

関に所属する関係者とのドキュメントのやり取りに対して、

 ① 文書改訂作業をサポートする仕組みの構築

 ② スケジュールを明示的に共有できる仕組みの導入

 ③ 作業の各段階で発生するデータ流通の簡素化

 ④ 担当者すべてとの業務全体像の共有と情報提供
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 ⑤ 改訂作業に必要な資料や決定事項などの集約化と提

   供

などの対応が可能な支援システムの導入が求められる。

　そこで、今回、関係者に対して、クラウドのようなサー

ビス提供によりドキュメント管理を行い、改定作業支援の

試行を実施したので、その内容を報告する。

2．Webプラットフォームを用いた
ドキュメント管理システムの試行

　多数の執筆者や査読者に対するドキュメント管理を行う

システムを構築するにあたり、システムの前提条件の整理

を実施した。

◆利用形態の前提条件

• 各担当者の編集作業は、ネットワークに接続できる

ＰＣ上で行われる。

• 各担当者毎に編集作業を担当する事項が予め決まっ

ている。

• 特定多数の人間は、所属組織が異なる。

• 委員会や編集作業部会などを 1 タームとして、数

タームの改訂作業が繰り返され、原稿が策定される。

• システム上で、執筆方針等の意思決定を行うことは

ない。

• 本システムを使う上で、特別な教育を行うことは想

定しない。

◆取扱うデータの前提条件

• 共有しているデータがいつの時点で、誰によって、

どういう理由で提出された文書であるかがわかる文

書管理システムの機能を有すること。

• 過去のタームにおける提出文書、変更経緯、提出者

がわかること。

• 多くの場合、提出される原稿に加え、新旧対照表など

図 2-1　JICE ドキュメント管理システムの河川砂防技術基準改定への活用試行例　その 1
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の付属書類が存在する。それも含めて管理されること。

• 各担当者の提出する文書の形式には不備がある場合も

あり、提出される書類は事務局によって成形される。

• 改訂作業に必要な文書類の一式が入手できること。

事務局や委員会からの伝達事項については速やかに

伝達できる仕組みがあること。

　上記の前提条件を踏まえ、web 上にシステム（データ

保管）のプラットフォームを構築し、ドキュメントのアッ

プロードを事務局が行い、ドキュメントや最新の情報が提

供できる仕組みの運用を開始した。

　執筆者・査読者は、図 2-1 に示す本システムのweb 画

面にアクセスすることにより、現在の各章の原稿執筆の進

捗状況の確認や過去・最新の原稿ファイルをダウンロード

して閲覧することが可能となる。ファイルのダウンロード

は、図 2-1 に示すweb 画面上のファイルを右クリックす

ることで閲覧者のパソコンに保存することができる。

　また、「委員会・関連資料」のweb 画面では、原稿以

外のドキュメントの掲示が可能となっている。例えば、修

正意見の閲覧などが、可能となっている。（図 2-2）

3．ドキュメント管理システムの試行結果

本システムの特徴を以下に示す。

① 本システムは任意の「特定多数における、多段階で

の、文書編集作業」において、作業情報（＆スケジュー

ル）の共有化と、編集プロセスの支援、発生する作

業ファイルの管理を行うものである。

② 特定多数での分担型編集作業を支援する「ファイル

管理システム」と「編集支援システム」の両方の機

能を持つ。

③ 本システムが持つ機能に近い仕組みを内包するサー

ビスやグループウェアはあるが、必要とされる機能

だけのシンプルな仕組みはなく、本システムはその

点において独自性を持つ。

本システムを運用した結果を以下に示す。

① 本システムの業務での利用により、情報の共有化と

作業工程の簡略化が可能になり、業務効率の改善を

図ることができた。

② 運用に特殊なサーバーやデータベースを必要とせ

ず、レンタルサーバー上でも運用が可能な仕組みと

し、運用コストを低く抑えることができた。

　本システムを運用することにより、執筆者・査読者の利

便性が高まるだけでなく、改定作業をマネジメントする事

務局の負担（ドキュメントの修正・更新・周知）も大幅に

軽減され、対応の迅速性も向上させることができた。

図 2-2　JICE ドキュメント管理システムの河川砂防技術基準
改定への活用試行例　その 2　　　　　　　
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